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特集 周産期救急で助産師が
できること

周産期救急で特に押さえておきたい急変対応
①産科出血への対応 鈴木 真
②死戦期帝王切開への対応 中山 理
③肩甲難産への対応 吉冨智幸
④子癇発作への対応 田嶋 敦

ALSOと助産師① 青木まり子
ALSOと助産師② 日戸千恵
ALSOについての最新情報と助産師への期待 新井隆成
日本母体救命システム普及協議会(J-CIMELS)の発足と
認定制度について 岡井 崇

連載
私たちの仕事場［9］ さめじまボンディングクリニック
宝物，教えてください［9］ 冨田江里子
『産み育てと助産の歴史』から見える未来［2］ 菊地 栄
NTT東日本関東病院 CNSが支えた 助産師のチャレンジ［3］

長坂桂子，ほか
未来の助産師を育てています わたしたちの教育現場［20］
あびこ助産師専門学校

ほんとうに確かなことから考える 妊娠・出産・子育てのはなし［14]
森臨太郎，森 享子

ワタナベダイチ式！ 両親学級のつくり方［4］ 渡辺大地
助産研究をしよう 基本を押さえて臨床で活かす！［10］

福澤(岸)利江子
りれー随筆［382］ 中谷良子

い つか組みたいと思っていたオキシトシンの特集。オキシトシンを意識して
からというもの，その言動から「この人，オキシトシンが全然出てないな」

と引いたり，片や助産師さんと接していると，「なんてオキシトシンにあふれて
いるんだろう」と心地よくなったり。自分の気持ちの変化が面白いです。助産
師自身のオキシトシン分泌が妊産婦ケアに影響することがよくわかります。

(竹内)

連 載「両親学級のつくり方」第 3回では，男女が同席する講義におけるディ
スカッションの難しさが語られています。参加者の発言の奥にある意図を

汲み取り，的確な補助線を引いてあげることで父親－母親間の意見交換を有意
義なものにしている渡辺さんの手腕がお見事で，気づけば 1人の読者になって
読み進めていました。日常の何気ないやり取りのなかで無数に生じているであろ
う齟齬を紐解く参考にしたいです。 (金澤)
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